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取組 成果 所見
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おおさぽ支援者の増加

①「おおさぽ」の周知度は上がっ

てきた。

②野球地域型クラブや天文クラ

ブ、ジュニアバンドの活動が充実

してきた。

①「おおさぽ」の人財が不足して

いる。

②保護者・地域に呼びかけ、保護

者がかかわりやすい形を考えてい

く必要がある。

①人財は学校だけではなく社会全

体で考える必要がある。かかわり

やすい形を考えていく。

②社会の変化にあわせ、保護者が

かかわりやすい形を検討する。
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CS委員会や「おおさぽ」・大沢け

やきっずと連携して、児童・保護

者・地域・教職員のウェルビーイ

ングを目指す。

「おおさぽ」や大沢けやきっずと

連携し、学校3部制を充実させる。

朝遊び・中休み・放課後における

遊びや教室開放の充実 4 3

教員の取組数値は高く、児童にすすんで遊んだり運

動したりするよう声掛けをした。

児童の成果数値は87.3→83と減少した。朝遊びや校

庭開放は、二極化している傾向が考えられる。中休

みは運動会や音楽会の自主練習で参加回数が減少し

た理由が考えられる。三町会主催「夢広場」でいた

だいた竹ぽっくりが最近は好評で、たくさんの児童

が遊んでいる。今後も、児童の遊びや運動の二極化

を改善し、内容を活性化させていきたい。

〇妥当です。元来、子どもは遊びを考える天才です。竹ぽっくりのような懐か

しさの中に新しさを見つけられるものは感覚的に受け入れやすいのでしょう。

微笑ましいです。

〇妥当。場の確保が進んだので、休み時間の保障や遊びの楽しさを味わえるよ

うな具体的な取り組みが増えるとよい。

〇三町会主催「夢広場」は地域とのつながりを感じる喜ばしい成果であると感

じる。遊びの二極化については、運動が苦手な子や一人で過ごしがちな子も自

然に輪に入れるような、多様な仕掛けづくりを地域で考えていきたい。

〇子どもたちの遊びが、ゲームに偏る中、校庭で思いっきり体を動かせる時間

は貴重だと思います。

〇様々な行事や活動通して、児童の自主性が活発化されていると感じられる。

〇様々な行事その他がある中で、成果数値に多少の減少があっても80％以上

の高い評価を得ていることは、学校としての取り組みの成果であると考える。

〇妥当　遊びの二極化というよりも、多様な遊び方があるのではと。開放事業

や運動が好きじゃない子もいます。その子なりの居場所があれば良いのでは

〇児童成果数値は下がっているものの取り組みは評価できると思います、引き

続きよろしくお願いいたします。

〇お外で遊びたい子、教室で静かに遊びたい子がいる。

〇児童の成果数値が減少したが、年度の後半は行事や課題の関係で忙しい児童

も多かったと思う。

〇妥当である。遊びの2極化については、運動に対して苦手意識がある児童が

いることも確かだが、運動に積極的な児童と反りが合わなから遊びたくない、

との児童の意見も聞くので、児童の人間関係の問題もあるかもしれない。

〇妥当だと思います。（２）

→２極化については、遊びや運動に苦手な児童が、楽しめるように工夫してい

く。朝遊びは、市教委と大沢けやきっずで対応していたが、来年度からは市教

委のみとなる。地域団体と連携しながら、地域・保護者ボランティアと一緒

に、今の多様な遊びを持続可能にしていきたい。
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①基礎学力の向上

②主体的・対話的で深い学びのあ

る授業改善

③STEAM教育の推進

①学園研究で職員が意欲的に研究

授業を行うことができた。小・中

の教員が交流し、互いに学び合う

ことができたのは大きな成果であ

る。

②部活動の地域移行化

①学力の二極化

②主体的・対話的で深い学びのあ

る授業改善

③さらなる部活動の地域移行化

①学習習慣の定着（四則計算がで

きない子ども）。

②さらなる地域資源を活用し、主

体的・対話的で深い学びの授業改

善。

③部活動は地域での受け皿を増や

す。
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おおさわ学園小・中一貫カリキュ

ラムを活用し、児童の学力を高め

る。

大沢の地域資源を活用した体験

的・探究的な学習を通して、個別

最適な学びや協働的な学びの一体

化・STEAM教育を推進する。

地域資源を活用した体験的・探究

的な学びを通して、地域や地域の

方々とふれあい、楽しんで学習す

る。

学園研究でSTEAM教育の研修を行

い、理解を深める。

4 3

１・２年生は生活科、3年生は野川ワールド、4年生

は天文台ワールド、5年生は大沢の里たんぼの楽校、

6年生は大沢の地域の学習内容で、地域資源を活用し

た体験的・探究的な学習を推進している。6年生は学

んだことから、ゴミ拾いや校内天文台ウォークなど

地域や学校で実施していきたいことを決め、キャリ

ア・アントレプレナーシップ教育を実施している。

今後も、児童の主体的な活動を推進していく。

〇妥当です。（３）

〇妥当。おおさわ学園全体でさらに地域の特長を活かしたカリ

キュラム作りを推進してもらいたい。

〇主体的なキャリア教育に取り組んだ姿は、「自立した学び」

の体現であると言えると考える。

〇大沢地域の資源は豊富で、子ども達が楽しく学べていると思

います。

〇授業に地域を取り込む要素を含ませることで、地域との関わ

りや活用に活かせているのは素晴らしい。そこから、児童自身

が地域の一員として考え行動につながることはさらに素晴らし

いことだと思う。

〇地域の特性を生かした特別活動は、直ぐには結果に結び付か

ないが、必ず子供達の心のベースになるはずである。今後も体

系的に継続されることに期待する。

〇妥当　おおさわ学園で続けてきた地域資源を活用した体験的

学習も、都度子どもたちに合わせ、内容の見直しが必要と考え

ます。

〇児童の主体性を育てる取り組みが継続的に出来てきており評

価できると思います、引き続きよろしくお願いします。

〇各学年ごとに計画的に地域資源を活用した学習が推進されて

いるのはよい。今後も新しい地域資源を開拓し継続していただ

きたい。

〇妥当である。主体的な学びとして児童や家庭任せにせず、教

員のサポートを入れていることにより、置き去りになってしま

う児童が減り学習格差が軽減できていると思う。今後も引き続

き進めていただきたい。

→今後も魅力ある大沢の地域資源を活用した体験的・探究的な

学習を９年間で継続していく。令和４年度の学園研究で作成し

たカリキュラムとおおさぽマップを活用し、さらにリニューア

ルを加え、喫緊の教育課題を解決していく。
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知
）

確

か

な

学

力

主体的に学ぶ児童・生徒の育成

①学園研究は教員が主体的に取り

組むことができた。

②児童生徒の実態把握と子ども中

心とした実践活動が進んだ。

①学園研究は教員が学びたい内容

を取り組むことが必要である。

②今後も児童生徒の実態把握と子

ども中心とした実践活動を進め

る。

①研究主任が中心となった学園研

究の推進

②ふれあいQU等を活用した児童生

徒の実態把握と子ども中心とした

取り組みの推進

（

知
）

確

か

な

学

力

①個別最適な学びと協働的な学び

の一体化    ②読書活動の充実

③国語・算数における基礎・基本

の定着

①児童が自己決定し、自立した学

びのある授業の実践      ②読書に親

しみ、読解力・表現力・想像力等

を高め豊かな心を育む。③東京

ベーシック・ドリルの徹底

①主体的・対話的で深い学びのある授業を通して、

楽しい授業・分かる授業を実践する。（国語では、1

分間スピーチや楽しい言語活動を活用する。算数で

は、計算びゅんびゅん（既習事項の復習）や数学的

表現方法を活用する。）②火・水・金曜日の朝読書

や家庭での読書を行い、読書習慣を身に付けさせ

る。③授業・補充学習・家庭学習・教室開放・地域

未来塾等で、東京ベーシック・ドリルに取り組ませ

る。

3 2

教員の取組数値は平均で87.3％であった。児童の成

果数値は75％であった。

授業が楽しく分かるの児童の成果数値は９割を目指

したい。

朝読書や読み聞かせは定着しているが、学校から家

庭への広がりが足りない。

東京ベーシックドリルは、だんだんと数値が高ま

り、教員や児童への認知や必要性が高まってきてい

る。さらに充実させていく。

〇妥当です。

〇妥当です。読書から得られる心の豊かさは、将来本人の糧となります。引き

続き取り組んでほしい。

〇妥当。学力向上はおおさわ学園の喫緊の課題でもあるので具体的な策を粘り

強く続けていってもらいたい。

〇子どもたちが「分かった」「できた」という喜びをさらに積み重ねていける

よう、次年度のさらなる改善と充実に期待する。

〇家庭での読書時間は、ゲームに阻害されている気がします。ただ改善方法が

思いつかないのですが。

〇朝読書も学習も、家庭においての取り組みは各家庭で差があると思う。この

差をどのような工夫でなくしていけるか。

〇授業が楽しいは「学校が好き」に直結する。教員の取り組み意識・努力がポ

イントになるが、働き方改革とバランスを見ながら無理の無い形で実践してい

ただきたい。

〇妥当　成果評価は、児童の自身の無さか。勉強がつらいと思う前に対策が必

要か。

〇楽しく学ぶ、学ぶ習慣をつけていくという観点ではタブレットは有用だと思

うが、先生方との双方向のコミュニケーションやノートに書いて理解していく

ことも重要だと思うので、合わせて進めていただければと思います。

〇妥当である。教員と児童での数値の差について、タブレットでの学習は、学

習内容が分かっていて使用しているかどうかもあると思われる。児童は初見の

内容に対応できないこともあるので、授業で導入されていない内容が含まれて

いると向き合えない児童もいるかもしれない。

〇妥当だと思います。家庭での取り組みに期待します。

→ゲームの時間、読書の時間、宿題・家庭学習の時間など、家庭や学校での

ルールを子ども主体で考えさせ、実践させていくことが必要であると考える。

来年度、代表委員会を中心に考えさせていきたい。

「

人

間

力
」

「

社

会

力
」

の

育

成

コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

・

ス

ク
ー

ル

を

基

盤

と

し

た

小

・

中

一

貫

教

育

の

推

進

知

・

徳

・

体

の

調

和

の

と

れ

た

三

鷹

の

子

ど

も

を

育

て

る

教

育

活

動

の

充

実

取組

項目

学校の経営目標
（中期目標）

今年度の重点目標
（単年度目標）

学園評価　※学園内で統一記述

※今年度、明らかになった課題のうち、特に次年度の重点とする重点課題

①「おおさぽ」支援者の増加
②主体的・対話的で深い学びのある授業改善（学園研究）
③児童・生徒の実態把握の継続と対策（睡眠時間・食生活）
④学習に自信がない児童への対応
⑤不登校対応
⑥小・小、小・中交流の実施（小６プレ講座・小５中学校見学等）
⑦教員の働き方改革（タイムマネジメント・カスハラ・部活動）

①「おおさぽ」支援者の募集
②学園研究の充実
③睡眠時間・食生活の把握と対策
④家庭学習の習慣化
⑤別室指導員・巡回指導員の活用と学校風土の改善
⑥小・小、小・中交流の実施
⑦タイムマネジメント・カスハラ・部活動改善

※来年度の重点課題を解決するための改善方策

学校評価　※学校ごとに記述

記

標記の件について、下記のとおりご報告いたします。

令和７年度　おおさわ学園　三鷹市立大沢台小学校　学園・学校評価報告書

今年度の重点目標を
達成するための具体的方策

学校関係者評価
自己評価

①児童の遊びや運動の２極化の改善
②大沢の地域資源を活用した体験的・探究的学習の充実
③基礎・基本の徹底、学力の向上
④自己肯定感・自己有用感の向上
⑤働き方改革の推進

①朝遊びや体育などで遊びや運動の楽しさを味わう工夫を行い、2極化を改善する。

②おおさぽマップやカリキュラムを更新し活用する。

③学園研・校内研による授業改善を行う。東京ベーシック・ドリルの徹底を図る。家庭での学習

ルールづくりを行う。

④生活指導の５本柱の徹底を図る。自己肯定感や自己有用感を見える化・視覚化し、自己理解を深

める。

⑤学年だよりの内容を学年だよりにて保護者にお知らせし、発行回数を減らす。わかば学級におけ

る学級編成・時数軽減・講師活用・通知表の見直し・分掌の配慮を行う。

※今年度、明らかになった課題（学校関係者評価を経て記述） ※来年度の改善方策（学校関係者評価を経て記述）

取組

項目
今年度の重点目標 成果 課題 改善策



（

徳
）

豊

か

な

心

児童・生徒の自己有用感・自己肯

定感の醸成

①児童生徒の実態把握は進んだ

②子どもが主体的に取り組む活動

が増えた

③学級経営の改善は進んだ

④新規の不登校者が減った。

⑤サポートルームの利用者増、学

級にもどる生徒も出てきた。

①実態把握を継続することで課題

を把握する

②「自己肯定感」「自己有用感」

は高まってきているが、その反面

で学習に自信がもてない児童・生

徒や不登校傾向の児童・生徒もい

る。

①ふれあいアンケートやQUの有効

活用

②補習授業の継続・サポートルー

ムの有効活用

（

徳
）

豊

か

な

心

児童の主体性・自己肯定感・自己

有用感を高める。

全教育活動において自己決定・自

己実現ができる活動を行い、児童

の主体性・自己肯定感・自己有用

感を高める。

合言葉「みんながつくる　みんな

でつくる　笑顔あふれる　虹の輝

き」を実現させ、児童の主体性・

自己肯定感・自己有用感を高め

る。

4 2

児童の自己肯定感の成果数値は79.8％、自己有用感

の成果数値は73.4％と8割を割ってしまった。自己

有用感が1学期より高まったのは、よかった。運動会

や音楽会での、達成感や充実感は間違いなくあった

と思う。

学力や生活面での課題が、自己肯定感や自己有用感

を下げているのかもしれない。

〇妥当です。

〇妥当である。音楽会はとても素晴らしかった。自信につなげてほしい。

〇妥当。成果をあげるために学力の向上や生活面での課題の解消に取り組んで

いってもらいたい。

〇行事での活躍が自己有用感の向上につながっていることは大変喜ばしい成果

である。

〇自己肯定感と自己有用感、それぞれの意味や「これって自己有用感につなが

るよね」などまだはっきりと理解することが

難しいのでは。課題や目標で今よりさらにスモールステップで児童に意識づけ

していくことも必要なのかも．．．。

〇「自分が好き」が「周囲を好き→認める」に繋がる。まずは自分の良さを

じっくりと考える場(例えば道徳の時間で補充・深化・統合)を意図的に設定し

てもよいかもしれない。

やらされているから「自分の意志で主体的にやっている」という意識変付けを

教師側がどれだけ行うかが重要だが、全体を動かす中で時間の関係もありその

バランスが難しいのは十分に理解している。

〇妥当　学ぶことが楽しい授業改善を期待します。

〇自己有用感は相手との関わり・コミュニケーションがベースになるという点

から、子ども⇔学校だけでなく、子ども⇔家庭、子ども⇔地域の関わりの仕組

み作りを考えていければと思います。

〇子ども自身の中で、「これが好き」、「得意」ということが薄い(見失って

いる)のかもしれないですね。好きなこと、得意なことってなんでもいいんで

すけどね。

〇タブレットを使った学習は基本事項の確認にはよいと思いますが、思考力や

表現力を育むには紙に書かれた文字を書くこと、紙に書くことが大切だと思い

ます。

〇妥当である。自己有用感については、他者からのありがとうなどの労いも数

値を上げるポイントになるが、児童や教員間で行われているか、あいさつの一

環として取り組んでみるのもどうか。

〇妥当だと思います。学力や生活面での課題解決により、さらに向上すること

を期待します。

〇ご家庭でも、子どもたちの頑張りを評価する声かけが増えると良いと思いま

した。

→「自分のすきなところ」・「自分の良さ」を再確認できるような取組（道

徳・学活・キャリアパスポートなど）を実施し、自己肯定感の見える化を図

る。また、自己有用感についても、他者（友達・先生・保護者・地域）からの

称賛が自身に分かるように見える化していく。

（

体
）

健

康

・

体

力

体力の向上や睡眠時間及び食生活

の改善

①熱中症対策は大きな事故を防止

することができた。ある程度定着

したため課題から外す。

②睡眠時間の提起ができた。

①睡眠時間の確保や朝食の摂取と

いった生活習慣の改善を必要とす

る生徒が多々いる。

①生活習慣の改善については、引

き続き学園便り、学校便り、保健

便り等で啓発していく。

（

体
）

健

康

・

体

力

体力の向上

自己の体力の課題を見付け、すす

んで遊んだり運動したりする習慣

を身に付けさせる。

体育の授業改善を図り、児童の体

力を高める。

朝遊びや休み時間、放課後等を通

して、楽しく遊んだり運動したり

させる。

体育主任や専門性の高い教員を中

心に、OJTや体育朝会、実技研修

や授業実践を活性化させる。

4 3

運動会での達成感や充実感はあっ

たと思う。

体育朝会や体育集会でも、様々な

運動を楽しめた。

体育の授業の授業改善は、まだま

だ課題である。

〇妥当である。（３）

〇妥当。運動の日常化をさらに図っていくことが大切である。

〇運動会や体育朝会、体育集会といった様々な機会を通じて、

子どもたちが運動の楽しさを味わい、達成感や充実感を得られ

ていることを心強く感じる。

〇自分が体育が好きだったので、苦手な子どもの頑張りを評価

する取り組みが出来ると良いですね。

〇遊びから身体を動かすことはとても良いと思います。昔なが

らの遊びにこそ、体力や運動機能の発達に大切な要素がたくさ

んあります。持久力を筆頭に、体幹やバランス感覚も年々低下

傾向にあるので、遊びがしらないうちにトレーニングとなっ

て、体力の向上につながることに期待します。

〇体育が苦手という児童が増える中で、運動の楽しさを感じさ

せる指導は本当に大変だと推察する。体育の授業で得た「努力

→達成感」は今後必ず生き方にも反映されるものであるから、

単年度結果より継続して取組む意義は大きいと考える。

体育の教科担任制が導入されつつあるが、既に行われている専

科教員の授業指導を導入してみてはどうだろうか？

〇妥当　運動が苦手な子どもでも、自分の体を健康に保つ大切

さを理解できるような取り組みがあれば

〇運動が苦手な児童でも何か一つでも楽しいと思えるようなも

のが見つかると変わってくると思います。引き続きよろしくお

願いします。

〇運動すること、遊ぶこと、動くことが好きな子ばかりではな

い。子ども同士の関わり方、声のかけ方でそういう子も動きた

くなるようにしてあげたい。

〇OJTによる実技研修や授業実践の活性化を期待します。

〇妥当だと思います。体育の時間を楽しみにしている児童は多

いと思うので、さらなる事業改善を期待します。

→運動との出会いを大切に、誰もが楽しめるような運動や体育

を実践していく。専科教員の導入は、大規模校からなので今は

無理である。教科担任制はできるので、学年・学校体制で工夫

して取り組んでく。

小・小及び小・中の活動の充実と

児童・生徒会の活性化

・生徒の実態把握（ふれあい月

間・学園評価・QUによる生徒の把

握）

・児童・生徒会の実施（生活のき

まり・デジタルシティズンシップ

等の熟議）

・小中の連携行事（プレ講座（6年

生）・中学校見学（５年生）の取

り組み）

①児童生徒の実態把握の継続

②音楽交流・小中の連携行事（プ

レ講座（6年生）・中学校見学（５

年生）の取り組み）など小中交流

を通して小中の活性化を図る。

①児童生徒の実態把握の継続

②音楽交流・小中の連携行事（プ

レ講座（6年生）・中学校見学（５

年生）の取り組み）など小中の交

流を今後も継続する。

特

色

あ

る

教

育

活

動

小・小、小・中の交流活動や児

童・生徒会活動の充実

児童の主体性を生かした、自己決

定や自己実現ができる活動の充実

委員会活動や学級活動で主体的に

取り組ませ、活躍する場面を多く

して自己肯定感・自己有用感を高

める。

各学年の実態に応じて、小・小、

小・中の交流を実施する。

4 3

児童の成果数値は78.2％であっ

た。

係活動や委員会活動、実行委員な

どで、児童が自己選択・自己決定

をする場面が多くあった。運動会

や音楽会でも感動的な場面が多

かった。しかし、それが自己肯定

感や自己有用感の向上につながっ

ていない。

〇妥当である。（２）

〇妥当。子供たちに関わる大人が子供のよさや伸びを具体的に評価していくこ

とが大切である。

〇委員会活動や行事の実行委員など、児童が自ら考え決定する場面を積極的に

創出していることは、自立した学びにつながると考える。運動会や音楽会で多

くの感動が生まれたことも、学校生活の充実を示す素晴らしい成果であると感

じる。

〇楽しい充実した活動は、後になってから自己肯定感として自覚されるのかも

しれません。

〇自分の達成感が、自己肯定感・自己有用感とどうつながるのか、児童自身が

そのつながりを理解できているか、例えや自己評価の判断基準になるようなも

のを示してあげることも必要なのかもしれないですね。

〇様々な特別活動を設定し、少しでも児童の意識の向上を図ろうとしている努

力が伝わってきた。しかし自己選択・決定の場が多い中で、それが自己肯定

感・有用感の数値的な向上に結びつかないのは、まだまだ教員主導型の傾向が

強いのではないだろうか？

〇妥当　おおさわ学園のような小さい学校は、子どもたちの人間関係か固定化

しがちなので、小・小、小・中または、それ以外の交流を通して「仲間」を見

つけれれれば、自己有用感が上がるかも知れませんね。

〇活動実績が自己有用感や自己肯定感の向上につながっていない点は、もう少

し深堀していく必要があると思います。引き続きよろしくお願いします。

〇小中交流は、小学生にすぐくる未来の自分を重ねてほしい。

〇具体的に各自がどのように貢献できたのか、わかりやすく可視化しフィード

バックすることも大切だと考えます。

〇妥当である。児童が自身で決めたことが実行されることに価値を感じている

か、周りから評価されたと感じているか。また、自己評価として満足できる内

容であると自負できる情報があるか。もしかしたら、そのあたりもあるのかも

しれないと感じた。

〇妥当だと思います。児童の力で運動会等が成功したということをフィード

バックしていただき、肯定感・有用感の向上につなげてほしいと思います。

→運動会や音楽会などの感動する体験が、自己肯定感や自己有用感につながる

ことは間違いない。それと合わせて自己を見つめ、他者との関わりを再認識さ

せ、見える化させていく。

喫

緊

の

課

題

教員のタイムマネジメント意識改

善

①ICT機器の有効活用は進んだ

②各種会議のペーパーレス化は進

んだ

③部活動改革はある程度進んだ

①教員のタイムマネジメントの意

識向上

②部活動の地域移行化

③カスハラ対応

①自己申告等を活用して、教員各

自がタイムスケジュールを作成・

実行する中で、成果を共有し改善

する。②部活動は地域での受け皿

を増やしていく。

③カスタマーハラスメントを保護

者・地域に周知し理解を深めてい

く。

働

き

方

改

革

教員のウェルビーイングの実現

①管理職による働き方改革の推進

②教員の自己申告を活用したウェ

ルビーイングの実現

①14項目（学年だよりの精選、会議の効率化、放課

後の時間確保、通知表、教科担任制、水泳授業、講

師活用、総合18時間夏季休業中実施、ICT機器活

用、個人面談夏季休業中実施、エデュケーション・

アシスタントやSSS活用、教室開放と未来塾の活

用、行事の精選、事務負担の軽減）等、管理職によ

る働き方改革の更なる推進

②教員の自己申告において、自己のウェルビーイン

グを実現する方策を立て実践させていく。

4 3

校内での働き方改革は、取組の成

果が表れている。

教員も児童の成長を通して、やり

がいを感じていると思う。

わかば学級の教員の時間外勤務が

長いので、改革が必要である。来

年度は持ち時数を平均化してい

く。

〇妥当です。教員のやりがいは働き方改革のうち、残業の時間に限らず重要な

ポイントと思われます。

〇妥当。個人や一部の分掌に負担が行き過ぎることのないよう組織の見直しや

改善を図っていってもらいたい。

〇働き方改革の取り組みがやりがいという形で教職員の意識に表れていること

を心強く感じる。

〇働き方改革に成果が表れているのは、職員の意欲向上に効果的だと思いまし

た。

〇わかば学級の教員が抱える課題をまずは精査して、改善につなげていけるよ

うにし、教員のみで解決が難しいことがあればCSでも何かできることはある

のかも合わせて検討いただければと思う。

〇「働き方改革」に対する管理職の意識が明確であることが、成果に表れてい

る考える。時間を掛けれがより良いものは出来るが、それにより失うものがあ

ること、長丁場での取り組みであることを繰り返して示していくことが肝要で

あると判断する。

特支の打ち合わせはその特性からも長くなりがちであるが、上記のような意識

改革を促すことが必要。

〇妥当　わかば学級の先生や支援員にもう少し多く確保できれば（人数だけで

なく、質も大切）

〇先生方の負荷を減らし、子ども達と笑顔で接してもらえるのが一番だと思い

ます、引き続きよろしくお願いします。

〇子どもたちの個性や性格が埋もれないでいるのは、日ごろから先生方の情報

共有があるのだろうと感じます。

〇わかば学級の働き方改革は、質の高い個別最適な支援の実現するために、単

なる時短ではなく、人的配置拡充による業務負担軽減が必要。行政の支援も願

いしたい。

〇妥当である。（３）

〇妥当だと思います。やりがいを感じられるよう不公平感をなくせるような改

革を期待します。

→わかば教員の働き方改革として、講師の活用や授業の効率化、学級編成の工

夫など管理職と連携して検討していく。

「

人

間

力
」

「

社

会

力
」
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